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「声の広報」社協ではボランティア音訳グループ「やまゆり」の協力を得て、声の広報を作成し、無料で貸し出しています。
申込・問合せ　社会福祉協議会（地域支援係）

　社会福祉協議会は、社会福祉法第109条に規定されている地域の社会福祉活動を推進することを目的とした民間組織です。地域に暮らす皆様、民
生委員・児童委員、社会福祉施設・社会福祉法人等の社会福祉関係者、保健・医療・教育など関係機関の参加・協力のもと、地域の人々が住み慣れた
まちで安心して生活することのできる「福祉のまちづくり」の実現を目指したさまざまな活動を行っています。
　昭和36年に袖ヶ浦町では社会福祉協議会の設立意見書を配り、町民の同意を得て任意団体として社会福祉協議会が結成されました。その後、昭
和41年に社会福祉法人として認可を受け、昭和46年には平川町社会福祉協議会と合併して、袖ヶ浦町社会福祉協議会となり、平成3年の市制施行を
経て袖ケ浦市社会福祉協議会が誕生しました。

　運営資金は、市からの補助金・受託金と自主財源となる社会福祉協議会費、
寄付金、共同募金配分金、自動販売機手数料収入を主たる財源としています
が、自主財源である社会福祉協議会費、寄付金、共同募金配分金は、年々減少
傾向にあり、自主財源で実施している各種事業を今後継続していくためにも、
市民の皆様のご協力が必要不可欠です。社会福祉協議会費は所得税法第７８
条第２項第３号及び法人税法第３７条第４項に該当し、税控除の対象となります。
　市政協力員(区長、分区長、自治会長等)を通じてお願いしております社会福
祉協議会費へ一層の地域福祉充実のためにご支援をお願いいたします。また
会社等の各種法人による法人会費としてのご支援も併せてお願いいたします。
※��区、自治会に加入されていない方は、社会福祉協議会、市地域福祉課、なが
うら・ひらかわ健康福祉支援室、長浦行政センターで受付を行っていますの
でご支援ご協力をお願いいたします。

令和２年度社会福祉協議会の会費状況報告
　令和２年度会費納入額は7,302,150円を皆様からお預かりしまし
た。地域住民の皆様、ご協力くださいました法人・団体・賛助会員・
特別賛助会員の皆様に深くお礼申し上げます。また、会員を取りま
とめていただきました自治会役員の皆様にも厚くお礼申し上げます。
　総額の内訳は下記の表のとおりです。引き続きご協力お願いします。

会員区分 一口 件数 合計（単位:円）
一般会員 500円 10,184 5,092,150
賛助会員（公務員のいる世帯） 1,000円 200 200,000
特別賛助会員（市職員で課長職以上の
いる世帯） 2,500円 60 150,000

法人会員 10,000円 186 1,860,000
件数は、合計／一口単価で計算している（小数点は切捨）

社会福祉協議会費（運営する資金）のご協力をお願いします!!

社会福祉協議会って、どんな組織（福祉団体）なの!?

　社協って何をしているの？会
費ってどう使われるの？どうし
て会費が必要なの？等々、皆
様にご協力いただいている社
協活動や会費について、自治
会総会、役員会や班長会等で、
ご説明します。
　ご要望がありましたら、ご
連絡お願い致します。
問合せ　庶務係

自治会等の
皆様へ

職員が
ご説明に伺います

令和3年度社会福祉法人袖ケ浦市社会福祉協議会収入支出予算
法人全体支出総額… ………………… 140,337,000 法人全体収入総額…………………140,337,000

社会福祉事業区分内訳 3年度
当初予算額

社会福祉事業区分 135,481,000
　本部拠点区分 135,481,000
　　法人運営事業サービス区分 93,173,000
　　調査・企画・広報事業サービス区分 1,699,000
　　助成事業サービス区分 438,000
　　心配ごと相談所運営事業サービス区分 153,000
　　�地区社会福祉協議会活動支援事業サービ
ス区分 2,781,000

　　�ボランティアセンター運営支援事業サービ
ス区分 848,000

　　�ボランティアセンター運営事業サービス
区分 128,000

　　ボランティア活動事業サービス区分 900,000
　　共同募金配分金事業サービス区分 11,660,000
　　福祉カー運営事業サービス区分 99,000
　　生活支援体制整備事業サービス区分 20,704,000
　　生活福祉資金貸付事業サービス区分 1,036,000
　　成年後見事業サービス区分 302,000
　　日常生活自立支援事業サービス区分 1,555,000
　　福祉基金事業サービス区分 4,000
　　災害準備積立基金事業サービス区分 1,000

法人全体収入内訳 3年度
当初予算額

会費収入 7,302,000
寄付金収入 1,230,000
補助金及び受託金収入 108,500,000
事業・負担金収入 1,477,000
積立資産取崩収入 5,088,000
その他の収入 4,934,000
前期末支払資金残高 11,806,000

（単位：円）

公益事業区分内訳 3年度
当初予算額

公益事業区分 3,834,000
　社会福祉センター運営事業拠点区分 3,834,000

収益事業区分内訳 3年度
当初予算額

収益事業区分 1,022,000
　自動販売機事業拠点区分 1,022,000

その他詳細については、本会ホームページで閲覧できますので、ホーム
ページもぜひご覧ください。
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令和3年度 事業計画
　本法人は、社会福祉法に規定された公共性の高い団体として、地域福祉活動の中心的役割を果たす
ため、地域住民の福祉活動への参加を促進し、行政機関、福祉関係団体等と連携を深め、袖ケ浦市に
おける社会福祉事業及び地域の社会福祉に関する活動を促進し、地域福祉の推進に取り組みます。

　本法人は、袖ケ浦市地域福祉活動計画に基づく「市民誰もが活躍し、それぞれの地域でその人らし
い安心で充実した生活をおくれるまちづくり」を基本理念とし、市民誰もが地域の中で生涯にわたって
自立し、安心して自由で個性豊かな生活ができる地域社会を実現するため、次の基本目標を掲げ地域
福祉を推進します。

基 本 方 針

基 本 目 標

社会福祉法人袖ケ浦市社会福祉協議会

広報、啓発活動の充実 地域活動の活性化 生活課題に応える支援の充実
基本目標 基本目標 基本目標1 2 3

社会福祉協議会が行っている主な事業
〇ほっとテレホンサービス
〇移送サービス
〇車いす貸出サービス
〇地域福祉功労者の表彰
〇地域ぐるみ福祉推進標語入選者の表彰
〇地域福祉フェスタの開催
〇福祉体験教室（出前講座）
〇声の広報の貸出
〇成年後見事業
☆障がいのある方々が集う会
☆地域福祉活動を行う団体への助成
☆赤い羽根共同募金運動
☆歳末たすけあい募金運動
☆金婚祝品の贈呈

〇☆災害ボランティアセンター備品準備
〇●ボランティアセンター運営
〇●生活支援体制整備事業
●心配ごと相談所の運営
●生活福祉資金貸付事業
●福祉カー貸出事業（市受託）
●交通遺児援護基金の支給
●社会福祉センターの管理・運営
●日常生活自立支援事業
●シニアクラブ連合会活動の支援
●遺族会活動の支援
●民生委員児童委員活動の支援
〇●☆地区社会福祉協議会の支援

財源内訳　〇=会費　☆=共同募金　●=補助金・受託金

　住み慣れた地域で、自分らしくいきいきと暮らしていくためには、身近な地域で“人と人とのつながり”を深めることが大事です。地域の誰もが気
軽に立ち寄って、交流できる居場所づくりが地域との“つながり”づくりのきっかけになります。高齢者、障がい者、子育て中の親子等が、地域社会に
おいていきいきと住み続けられるよう、本会では、サロン活動、子ども食堂等の世代間交流、地域交流の拠点となる居場所づくり活動を支援します。

その他　詳細については、社会福祉協議会へお問い合わせ下さい。
問合先：庶務係

地域の居場所づくり活動を支援する事業が始まります！！

<対象団体>
①運営協力者が５名以上いること
②運営代表者が袖ケ浦市内在住であること
③継続的な活動を行える活動拠点があること
④�有料会員制ではなく、広く一般市民が参加
できること

⑤地域を限定した活動でないこと
⑥原則、月1回以上（年１２回以上）開催していること
⑦�政治、宗教及び営利活動、若しくはこれに類似される行為を行わ
ないこと

⑧公の秩序又は善良の風俗に反するものでないこと
以上の内容全てに該当していればこの事業の対象です!!

<助成金額>
立上げ時準備費　30,000円以内（立ち上げ時のみ）
年間活動運営費　60,000円以内/年
＊�金額は、１会場の活動に要する経費です。複数会場で運営してい
る場合は、その会場数分になります。
＊�他の団体、企業などから補助、助成を受けている場合は、その額
を控除した範囲内とします。
＊�社会福祉法人袖ケ浦市社会福
祉協議会補助金交付規則に基づ
き補助を受けている団体は、対
象外とします。
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住みやすい
地域・街づくりを
目指しています!!

地区社会福祉協議会
　市内６つの地区社会福祉協議会
ごとに、各地域の状況、必要とさ
れていることを踏まえ、地域住民
の方々の協力のもと活動を行って
います。
　現在の活動内容は、地域により
異なりますが、主に、ひとり暮らし
高齢者等の見守り訪問、地域住民
の集いの場の開設、世代間交流の実施、敬老会などを行っています。

ボランティアセンター
　ボランティア活動の希望・依頼
を確認し、各種情報提供・連絡調
整・研修会を開催し、ボランティ
ア活動をします。また、災害発生
時は、関係団体と協働して災害ボ
ランティアセンターを立上げ、ボラ
ンティアの受入や調整をします。

各団体への助成
　地域福祉活動を推進するために、福祉関係団体（高齢者・障がい者・
児童分野等）へ助成しています。令和3年度では、袖ケ浦市シニアクラブ
連合会・聴覚障害者福祉協会・手をつなぐ育成会、社会福祉施設等連絡
協議会、遺族会の5団体に助成します。

高齢者が住み慣れた地域で
安心して暮らせる地域づくりのために

地域福祉フェスタの開催
　実行委員会と市社会福祉
協議会が主催となり、「ふれ
あいと支え合いのある福祉
社会」を目指し、地域住民に
福祉を理解してもらうため
に開催しています。
　また、社会福祉に功労の
あった方々を表彰し、地域社
会の福祉増進を図ることも
目的としています。

移送サービス事業
　高齢や障がい等のた
め、一般の交通機関で
は外出が困難な方を、ボ
ランティアの協力により
病院などに無償で送迎
するサービスを行ってい
ます。（利用するには登
録が必要となります。登
録会員になるには面接
などの事前調査や所得
の制限がございますのでお問い合わせください。）

ほっとテレホンサービス
　一人暮らしの高齢者宅に、毎週１回自宅に
ボランティアが電話をし、孤独感を癒していま
す。秘密主義を徹底し、話した内容は他者へ
漏れることはないので、安心してお好きな内
容を話せます。

車椅子貸出
　袖ケ浦市在住の方に対して、高齢
者やケガをされた方が外出、旅行
などの一時的に車いすが必要な人
に無料で貸出をしています。

声の広報の貸出
　目の不自由な方が、ＣＤプレイヤー
で、広報紙を聞くことが出来るように、
ボランティア団体「音読ボランティア　
やまゆり」の協力を得て、ＣＤを作成し
ています。公共施設での貸出を行って
います。

支え合い助け合いのある
街づくりをします。

福祉に関することを学び、
福祉のこころづくりをします。

日常生活を行うために
日常生活の困りごとのお手伝いをします。

主に下記の事業に
会費及び寄付金を充てています。

高齢者
による

地域へ広げる仕組み
づくりをしています

●互助で「生活支援」を
●社会参加により介護予防を

　市の委託事業として、圏域協議体（話し合いの場）を運営し、住民主体
の活動を支援しています。
　また、高齢者にやさしいお店などを集めた「袖
ケ浦市おたすけ手帳」令和３年３月版を、市役所
高齢者支援課、袖ケ浦市社会福祉協議会の窓口
で配布しています。

　袖ケ浦市社会福祉協議会では令和３年４月からTwitterを試験運
用します。
　各種事業のお知らせやボランティア情報などの発信を行っていき
たいと思いますのでぜひフォローをよろしくお願いします。

URL　https://twitter.com/sode_shakyo
アカウント　@sode_shakyo

公式Twitterを開設しました！

生活支援体制整備事業

フォロー、いいね
よろしく

お願いします♪
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袖ケ浦市ボランティアセンター（社会福祉協議会内）
☎0438-63-3988（直通）　FAX 0438-63-0825

ああ
まま
つつ
れれボランティア

　移送サービスは高齢や障がい等のため、一般の交通手段では外出が困難な方
をボランティアの協力により病院などに無償で送迎する活動です。
　ご自身の都合の良い時間に合わせてボランティア活動に参加してみませんか。
募集内容
◇運転ボランティア
利用者の送迎（社会福祉協議会の車両を使用）
・運転免許取得後3年以上経過している方
・�袖ケ浦教習所にて交通安全講習を受講してか

らの活動になります
 （6月・9月に開催予定です）
・年齢の上限は70歳まで
◇付添いボランティア
利用者の付添い
・�利用者の話し相手、車の乗降や病院の受付などでの

お手伝い
・年齢の上限は75歳まで
活動時間
　平日の9時〜16時のうち3〜4時間程度
活動場所
　社会福祉センターに集合し、社会福祉協議会所有の車で利用者宅から病院
等に送迎して頂きます。行き先は、袖ケ浦市・木更津市・市原市です。
問合せ：地域支援係

移送サービスボランティア募集！！

【ペットボトルキャップ、古切手】（順不同・敬称略） 【寄付金】
田原優太郎　小川雅子　太田時子　河内山尚　渡辺芳美
友田和美　上嶋晃太　山口想生　新保清子　石渡美紀子
竹元悦子　松永敬一　柳瀬芳枝　鈴木和行

健康麻雀あじさい　神納一区出津分区３班Ｂ
袖ケ浦市役所　袖ケ浦地区更生保護女性会　平川公民館
ひびき　袖ケ浦さつき台病院　千葉県社会福祉事業団
蔵波台若草東自治会　長浦マンドリンアンサンブル
袖ケ浦瑞穂特別養護老人ホーム　臨海スポーツセンター
袖ケ浦菜の花苑　さつき台の家
ＰＯＬＡＳＵＮＲＩＳＥのぞみ野店　（株）メディアサイトウ
長浦中学校生徒会　デイサービスおとの里　根形小学校
蔵波中学校生徒会　かずさファシリティサービス（株）
里山を歩く会　手話サークル「めだかの会」

（有）光和建設　

匿名　１０名

＊現在プルタブの回収は行っておりません＊

令和２年度袖ケ浦市社会福祉協議会への
寄付、協力ありがとうございます

皆様の善意を大切にし、福祉事業に役立てさせていただきます。

令和2年４月からの累計額は1,347,794円です。

（寄付金・寄付物品・ペットボトルキャップ・古切手）期間：令和３年３月１日～３月３１日

個人・団体（敬称略） 金額（円）
匿名（2件） 170,000

合　計 170,000

これからもご協力
お願いいたします

社協特集 社会福祉協議会の紹介！
昭和地区

　昨年2月よりコロナ禍によりほとんどの事業がで
きず困りましたが、見守り訪問は3密を避けて継続
しています。
　見守り訪問は、見守り部会にて季節にあった品物
を準備し、民生委員が各戸を訪問・お届けし、その際
にお届け先の健康状態や困りごとを伺っています。
　また高齢者の孤立化を防ぐためにも見守り訪問
先の範囲を広げることが大事と考えています。
　そこで訪問しやすいように訪問先にツールとして
持参する「あさがお通信」を令和3年度から発行し、
多くの人たちのお話を伺いに行きやすいようにして
いきます。
　またコロナ禍の中でも頑張って地域を支えておられる団体として、シニアクラ
ブの活動を広報誌に紹介しました。
　更に児童の見守り活動、こども食堂、防災訓練（福王台自治会）等を取り上げて
います。
　昭和地区社協はこれからも地域で活動している団体等と一緒になって“地域社
会福祉”に貢献していきます。

� � �相談は、「予約不要」で「無料」です。相談内容等については、「秘密を厳守」い
たしますので心配ごと、悩みごとがありましたらご相談ください。

相談にお越しの方へ感染症対策のご協力をお願い致します。
・�２週間以内に発熱、咳やノドの痛み、倦怠感や息苦しさ、嗅覚、味覚の異常
など体調が優れない場合は相談をご遠慮ください。
・�新型コロナウイルスに感染している又は感染の疑いがある。また、どちら
かの濃厚接触者である場合は相談をご遠慮ください。
・相談前に検温を行い体調の確認をしています。
・マスクの着用、咳エチケット、手指の消毒を行ってください。
・�相談時に新型コロナウイルスの発症が確認された場合、必要に応じて保
健所などの公的機関へ相談者の連絡先等が提供される場合がありますの
で、ご理解ください。

日　　時 会　　場
4月15日（木）
13時～16時

・市役所
・平川行政センター

4月22日（木）
13時～16時

・市役所
・平川行政センター
・長浦行政センター

5月6日（木）
13時～16時

・市役所
・平川行政センター
・長浦行政センター

【4～5月の心配ごと相談日】
日　　時 会　　場

5月13日（木）
13時～17時

・市役所
・長浦行政センター

5月20日（木）
13時～18時

・市役所
・平川行政センター

5月27日（木）
13時～16時

・市役所
・平川行政センター
・長浦行政センター

＊ただし、受付は15時30分まで
＊�状況によっては中止となる場合があります。
＊�感染症対策のため会場を変更していますので、来場の際ご注意ください。
＊�最新の情報はお問合せ又は、社会福祉協議会ホームページにてご確認ください。
問合せ：地域福祉係

１人で悩んでいませんか？？
「どこに相談に行けば良いかわからない。」

「専門的な相談とまではいかないが、ちょっと話を聞いて欲しい。」
知り合いには相談しにくい、親族・ご近所での悩みごと 等

なんでもご相談ください。

歳末たすけあい募金
区等自治会の名称 金額（円）

蔵波台若草西自治会 50,000

赤い羽根共同募金
法人名（敬称略） 金額（円）

㈱親和 5,000 

　昨年度の第２層協議体は、なかなか集まる事ができない中、今まで気づい
ていなかった地域の「宝物」調査に取組ました。
　昭和・根形圏域、平岡・中富圏域は、協議体メンバー自ら高齢者に役立つ情
報を集め「おたすけ手帳【地域版】」を作成しました。
　また、長浦・蔵波圏域では、自治会役員のご協力の得られた地域で、「わた
しにもできるおたがいさま」アンケートを実施しました。

～高齢者が暮らしやすい地域づくりのために～

「あなたが地域の宝物！」
住民主体の活動にご協力下さい

生活支援体制整備事業

昭和地区 根形地区
平岡・中富地区

長浦・蔵波地区

　令和３年度もこれらの成果をふまえて各圏域が地域の支え合いに取り組
んでいきます。
※おたすけ手帳【地域版】は市役所高齢者支援課と社会福祉協議会窓口で
配布しています。（地域限定のため数に限りがあります。）
問合せ：地域福祉係

　ペットボトルキャップは、リサイクル業
者で換金し、「世界の子どもにワクチン
を日本委員会」に寄付しています。
　皆様のあたたかいお気持ちを、大切に
使わせていただきます。
　ありがとうございました。

収集ボランティア

○蔵波中学校生徒会
　ペットボトルキャップ…80ｋｇ

ご協力ありがとうございました！！

引き続きご協力のほど
よろしくお願いします


